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ドイツの図書館思想 
























 平凡社の『哲学事典』は「思想」にたいして，英語は thought, idea, ドイツ語は Denken, 
Idee をあげている。日本には「思想」と書いた書名の本が多いが，ドイツでは Denken や Idee
を使った書名は少ないように思う。「思想」はやはり日本語である。ヴォドセク教授（Peter 
Vodosek, 1939-）に意見を聞くと，「英語なら philosophy がそれにあたる。今回の講演のタ
イトルには，Ideengeschichte とか Konzept がいいだろう」とアドバイスしてくれた。この意




































































































































































スムス(Desiderius Erasmus, 1465-1536)，その友人ベアトゥス・レナヌス（Beatus Rhenanus, 
1485-1547)，などの蔵書が知られている。 








15世紀までのマヌスクリプト 314点，インキュナビュラ 132点である。彼 50歳ごろにグー
テンベルクが活字印刷法を発明したので，インキュナビュラも収集したのである。 






























































































































































したのである。シュミット（Wieland Schmidt, 1904-1989）は 1900 年のプロイセン目録規
則の「文法」主義も，古典文献学の歴史主義の影響をうけたためだという。 










 ドイツの公共図書館のパイオニアとみなされるプロイスカー（Karl Benjamin Preusker, 1786- 
1871）は，書店に勤務して啓蒙主義の影響をうけ，従軍中は兵士と読書会を開き，ライプツィ
ッヒ大学で法学，歴史などを聴講し，グローセンハインの役所に勤務するかたわら，公共図書



























 アメリカの public library の実際を見てきたネレンベルク（Constantin Nörrenberg, 1862- 
1933）は，多様なレベルの図書を提供する図書館に改革しなければならないと考え，public 





































































































 ネレンベルクの影響で，1899 年，民衆図書館が公共読書館（Öffentliche Lesehalle）とな
って，政治新聞を幅広く提供し，利用は急増した。1902 年から市も補助金を交付し，リュ
ーベックの公文書も提供するようになった。1906年，司書教育を受けたオッテン（Bennata 
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